




一 その概要 と最新の調査結果について 一
     Eastern margin active fault zone of the Fukui  Plain  : 






呼ばれ る浅い入 り江 となっていたが,縄文中期～後期には湾入 り口付近に砂州が形成 され,九頭竜川,




を横切 る位置に2列 の"深部断層"を図示 し,Tsuya(1950)等はこの北北西一南南東方向に延びる地割










帯について紹介す る.な お,本 報告は中央防災会議災害教訓の継承に関す る専門調査会がま とめた
「1948年福井地震報告書 第2章 福井平野と福井地震断層 ・福井東側地震断層」(山本,2011)を基
にし,これに新たな資料 ・データを付け加え,改編 したものであることをお断りしてお く.
2.福井平野の地形 ・地質概略
福武低地の北半部を占める福井平野は,東側を加賀越前山地 ・越前中央山地,西側 を丹生山地によ
って区切 られ,北 側には海成段丘が広がる加越(か えつ)台 地が,北 西側には三里浜(さ ん りばま)
(キー ワー ド:福 井 平野東縁断層帯,活 断層,活 動履歴,福 井平野)
Hirofumi Yamamoto 
 (Faculty of Education and Regional Studies, University of Fukui, Fukui, 910-8507)
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砂 丘があ り日本海 と接 してい る.ま た平野 には東部か ら竹 田川,九 頭竜川,足 羽川が,南 側 か ら 日野
川 が流れ込 んでお り,福 井平野 は これ らの河川の埋積 作用 に よって形成 された低平な沖積 平野である.
福井 平野の地形 は大 きく扇状地,氾 濫原 お よび三角洲 に分 けるこ とがで きる(図1).九 頭竜川,足
羽川,竹 田川 が東側の 山地か ら福井 平野 に出た ところには扇状 地が形成 され,そ の前面には氾濫原 が
広がっている.ま た九頭竜川 が 日本海へ と注 ぐ平野北西部は三角州 となっている.
福 井平野 では新 第三系火 山岩類 等 か らな る基盤 岩 を厚 い未 固結～ 半固結堆積層 が不整 合で覆 って
い る.堆 積層 は ところによっては200m以上 の厚 さが あ り,第 一礫層上面 を境 に下位の"洪積層"およ
び上位 の"沖積 層"に分 け られ る.沖 積 層の基底深度 は北ない し西方へ 向か って次第 に深 くな り,三 里
浜砂 丘付近 では標高－50mに達 してい る(図2;鹿 野 ほか,2007;北陸第四紀研究 グルー プ,1969).
沖積層 は上部,中 部,下 部に区分 され ている(図2).下 部 は暗青～青灰色の砂層 ・泥層 ・砂泥互層
か ら,中 部層 は青灰 ～暗青色の古九頭竜湾 が拡が った縄文海進 高海 面期 の内湾浅海成泥層(均 質 な泥
層 と砂層)か ら,上 部 は砂層 と砂層 を不規則 に含む泥層か らな り,臨 海部 では砂丘砂層が,平 野北西
部では層厚約5mの 軟弱な陸水成層 が覆 ってい る(三 浦,1988).
3.福井地震後の測地データからみた福井地震断層と福井東側地震断層
1948年福井地震 の直後 に詳細 な現地調査 を行 った小笠原(1949)は,福井地震の際には明瞭な地表
地震 断層 は認 め られ なか ったが,地 割れ,噴 砂,家 屋 の倒壊率等 が坂井市丸岡町西方を通 る一線 を境
に急激 に変化 してい ること,河 道 の屈 曲,堆 積地形面 の傾斜の異常等か ら,2本 の断層("深部断層")
が福井平野 の地下 に存在 してい ると推 定 した.ま た地震後,福 井 市一大聖寺間 の水準路線 の改測,福
井 平野の水準測量,三 角測量等が行 われ,推 定 され た断層 に沿って,最 大 で水平方 向に約2mの 左横
ずれ,鉛 直方 向に約0.9mの東側隆起が明 らかになった(那 須,1949;Tsuya,1950など).活断層研
究会(1980,1991)はこれ らの既往調査結果 を基 に,福 井地震断層(福 井平野東部,NNW-SSE走 向
の長 さ27㎞,左 横 ずれ,東 側 隆起)お よびそ の東側約3㎞ に これ と平行 に福井東側 地震 断層(篠 岡
(しのおか)断 層沿い,長 さ8km,西側 隆起)を 示 している.
鷺谷(1999)は福井地震 災害復 旧測量 によ り得 られた測 地測 量デー タを再整理 し,福 井 地震 に伴 う
地殻変動 を明 らかにす るとともに,測 地測量デー タと断層 モデル によ り算 出された地殻変動値 とを比
較 している.鷺 谷 によれ ば,1)水平変動(図3)で は推定 された福井地震 断層 と三角点 の約2mの 相
対変位 は調和 的であるが,福 井東側地震断層 を境 とす るよ うな水平変動のパ ター ンは見 られない こと,
2)上下変動(図4)で は路線Aで 最 大約55cmの隆起,約35cmの 沈降が福井地震断層 を境 に生 じ,
さらに福井東側地震断層す ぐ西側 に位置す る水準点897と隣接す る2つ の水準点の問で も20cmを越
える食 い違 いが認 め られ ること,3)路線Bは 福井地震 断層お よび福井東側地震断層 をほぼ垂直 に横
切 っているが,比 較的単純な変動 を示 し,そ の変位量 も最大で20cm程度 と路線Aに 比べ少 な く,断
層 の主破壊領域 はこれ よ りも北側 に位置 していた と推察で きること,4)断層モデル を用いての解析結
果 では,福 井地震断層 だけで福井地震断層 と福井東側 地震 断層 問に位置す る水準点897と隣接水準点
の20cmを越 える食 い違 いまで含 めて説 明が可能であ り,測 地デー タか らは福井東側 地震 断層 の変位
ははっき りしない こ と,ま た5)福 井地震 断層 のみ が活動 し,断 層面 の傾 きが東傾斜70～80度とした
場合 が最 も測地測量デー タと一致す ることを報告 してい る.
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図1.福 井平野 における地形区分図(吉 川,1996)と福 井地震 断層(A),福 井東側地震 断層(B)(断 層位置は活
断層研究会,1991による).① ～③ は地形計測測線， ④ は福井県(1998)によるP波 反射法探査 測線， ⑤は福井




図2福 井平野北部の東西地 質断面図(北 陸第 四紀研 究 ブルー プ,1969;三浦,1988).







福井 平野東縁断層帯 は平野東縁部を区切 る長 さ45kmの活 断層帯 であ り,平 野東縁部付近 に位置す
る福井 平野東縁断層帯主部 と,そ の西側,主 部 か ら3～5㎞ 離れ た福井平野東部 に位 置 し,主 部 とほ
ぼ平行 に延び る福井平野東縁断層帯西部 に分 け られ る(図5;地 震調査推進本部,2004,2009).
4-1.福井 平野 東縁 断層帯 主部
福井 平野東縁断層帯主部は,石 川 県加賀市沖合 の海域か ら福井 県あわ ら市,坂 井市(旧 丸岡町)お
よび永 平寺町(旧 松 岡町)を 経 て福井 市(旧 美 山町)ま で,概 ね南北 に延び る断層帯であ る.主 部 は
並行す る2列 の断層列か らな り,東 側 は加賀市沖の断層 とその南側 に連 なる剣 ヶ岳(け んがだけ)断
層 か ら,ま た西側 は これ並行 して,北 側 より見 当山(け ん と うや ま)断 層,細 呂木(ほ そ ろぎ)断 層,
瓜生(う りゅう)断 層,篠 岡断層,松 岡断層 と連なってい る(図5;地 震調査研究推進本部,2009).
福井 平野東縁断層帯主部東側 北端 の海域 では,海 上保安庁海洋 情報部(2005)が剣 ヶ岳断層 の北方
延長部 に長 さ約7kmの北北西方向に延 び る西落 ちの断層(加賀市沖の断層)を 報告 し,阿部ほか(2011)
は この断層 か ら北西方 向に分岐す る西落ちの断層 を見 出 してい る(図5,6).平 均変位速度 はA層 基
底 面の年代 を1.8万年前 とす る と,そ の垂 直変位量(0.8～1.5m)から0.04～0.08m/1000年と求め られ
るが,本 断層帯 が横ずれ変位 を伴 うことか らす る と,こ れ よ りやや大きな値(B級 の活 動度)と なる
可能性 が高い(阿 部 ほか,2011).
加賀 市沖の断層 の南 に位 置す る剣 ヶ岳断層 では,断 層は ところ どころで枝分かれ しなが ら断続 的に
連 な り,完新 世の段 丘面や2～3万 年前 に形成 され た と推定 され る段丘面 に,それぞれ2～3m,2～4.6m
以上の垂 直変位 をあた えてい る(廣 内,2003).また産業技術総合研究所(2008)は,剣ヶ岳断層 沿い
女形谷(お ながだに)地 点において扇状地面(約7000年前)に 約2mの 垂直変位 を認 めてお り,剣 ヶ
岳断層 の平均上下変位速度 を0.1～0.3m/1000年と推 定 している.
主部の西側 北端 に位 置 してい る見 当山断層 は廣 内 ・安 江(2001)によ り報告 された活断層 であ り,
陸域 で認 め られ る長 さは4km,海岸部において も約10万 年前のM2面 構成層基底高度に12m以上 の
変位 を与えてお り,北 方海 域へ と延 びている と推定 されていた(廣 内 ・安江,2001).しか し2010年
に行 った海域 の調査(阿 部 ほか,2011)では,見 当山断層海域延長部 には断層 を見出す ことはできず
(図6),見当山断層 は海岸 か ら2km以上は伸 びていない と推定 され る.
見当山断層南側 の細 呂木断層は,活 断層研究会(1980)により金津 町細 呂木北方か ら丸岡町乗兼付
近までNNW-SSE方 向に延び る長 さ約12kmの活断層 とされていたが,断層 中央部付近の丘陵には高
度不連続や鞍部 な どの断層地形が認 め られ ないこ とか ら,北 部 の細 呂木断層 と南部の瓜生断層 に区分
され た(図5;廣 内,2003).瓜生断層 に沿 っては1～3mの 東側 隆起 の小断層崖や段丘面の変位 が認
め られ(廣 内,2003),産業技術総合研究所(2008)による中川 の トレンチ調査(図5)で はほぼ垂直








瓜生断層 南側 の篠 岡断層沿 いでは,小 笠原(1949)は"洪積世後期以降に活動 した証拠 を示す露頭"
お よび段 丘面の逆傾斜 を報告 してお り,活 断層研究会(1980)によ り篠 岡断層 と命名 された.福 井県
(1998,1999)は篠 岡の北西(図1)に おいて,S波 弾性 波探 査お よび群列 ボー リングを行 い,第 四
系基盤 上面深度 に明瞭 な東上が りの段差を認 め(図7),ま た篠 岡断層の南方延長部 を横切 るP波 反射
法探査(図1)で も基盤上面深 度に東 上が り約70mの 段差 を見 出 してい る(図8).な お1948年の福
井地震 の際,活 動 した とされ る2本 の地震 断層 の うち,東 側の福井東側地震断層 はこの篠岡断層 沿い
か ら松岡断層 の北端部付近 にか けて記 されている(活 断層研究会,1980,1991).
主部西側 断層列 の南端 に位置 してい る松岡断層 は松 岡か ら南へ と連な る断層 であ り,松 岡市街 地西
部か ら南西方 向に延び る断層お よび市街 地南か ら南方 に延び る断層の2列 に分岐 してい る(東郷 ほか,
2001;廣内,2003).市街地西部 の段丘面 では約5mの 東 上が りの高度不連続(福 井県,1998)が,ま
た市街 地の南方 では1～2.4mの高度不連続(廣 内,2003)が認 め られ る.
以上の断層 帯主部 を構成す る並行す る2列 の断層列 は,そ の間隔が北方 では3～4kmあ り,明 瞭に
区分す ることができるが,九 頭竜川 の北側 では1～2㎞ と狭 くなっている.九 頭竜川の南側 には松 岡
断層 が連 なっているが,松 岡断層 と篠岡断層 ・剣 ヶ岳の間は九頭竜川扇状地 となってお り,この数 ㎞
にわた る区間では,断 層 の連続性 や変位 につ いてはよ くわか っていなかった.近 年,こ の九頭 竜川扇
状地において,断 層露頭 が見 出され るとともに,P波 反射法査等 による調 査が行 われ た.
P波 反射法査等 による調 査は福井 大学 医学部附属病院の新病棟 お よび検査棟 の建設 に伴って実施 さ
れた ものである.調 査地点 は九頭竜川扇 状地の扇頂近 くに位置 し(図1),標 高は22～25mで西に緩
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やかに傾斜 している.医 学部敷地の東側 で行 われ た既存 ボー リングデータでは深 さ8～10mで基盤岩
に達 してい るのに対 し,附 属病院建設 時のボー リング調査では深 さ15.3mでも基盤 に達 していない.
また敷地 内で行 った微動ア レイ調査ではS波 速度 が500m/sから1370m/sへと急速 に増加 す る深 さが約
60mと,敷地東側 に比べ基盤深度が急激 に深 くなってい るこ とを示 してい る.ま た敷地の北側(県 道
122号線沿い)お よび南側(永 平寺 町町道五領32号 線お よび農道 五領22号 線沿い)に それ ぞれ長 さ
1500mの測線 を設定 し,P波反射法地震探査 を行 った結果,敷地 の南東端付近 をかすめ るよ うに,N50°
E方 向に延び る比高約20mの 東上が りの基盤 上面の段 差が見 出 された(図9).この段差の南西延長部
には,松 岡市街地西部か ら南西に延 びる松 岡断層 が位置 してい る(図10).前 述の よ うに,松 岡市街
地西部 の段丘面 では,約5mの 東 上が りの高度不連続が認 め られてい る.この断層 の走 向はN20～30°
Eで あ り,探 査 によ り見出 され た断層 がこの断層に連 な る可能性 が高 いもの と思われ る.ま た北東延
長方 向は剣 ヶ岳断層 の南端部 にあた り,剣 ヶ岳断層がやや走向をかえ,松 岡断層 に連なってい る可能
性 があ る.
一方 ,断 層露頭 が見 出 された のは,九 頭竜川 扇状地上の坂井市丸 岡町領家付近であ る(図1).水 田
下の砂利 を採取す るた めの掘削が行 われ,そ の北西側 お よび北東側壁面 に礫層 を変位 させ てい る断層
が見出 され た(図11).北東側の露頭 の高 さは5.3m,下部は円礫層 となってお り,円 礫層 上面の深度
は断層南側 で3.3m,北側 で1.9mと約1.4mの食 い違いが認 め られた.礫 層 の上位 は,深 さ1.2mまで
は 中粒砂 か らなる砂層で あ り,断 層 に よる変位 は認 め られない.1.2～0.5mは泥質 な細粒砂,0.5mか
ら上は耕作 土である.北 西側 の露頭 は高 さ4.2m,同様 に下部 は円礫層 であ り,礫 層上面の深 さは断層
西側 で2.2m,東側 で1.3mと0.9mの食 い違 いが認 め られ る.断層西側においては この礫層 を厚 さ0.15m
の粗粒砂層,お よび0.7mの多 くの木片 を含むやや泥炭質 な砂層 が覆 ってい る.そ の上位 は北東側 の
露頭 と同様 な砂層 となってお り,断 層 を挟 んだ東側の礫 層 も覆 っている.こ の砂層 中には断層 による
変位 ・変形 は認 め られない.最 上部 は耕作土で ある.北 西側壁面お よび北東側壁面のず れの位置 を結
んだ断層 の走行 はNl8°Wで ある.領家付近 での測量 の結果,九頭竜川扇頂地面に不明瞭なが ら約2m
の緩や かな東上 が りの段差が認 め られた(図12).
南北走向の篠 岡断層 はこの露頭の約25㎞ 北方 の小黒付近 までは 地形的に追跡 でき,そ の南側 の末
政付 近では,福 井県(1998)のP波反射法地震探査で断層が確認 され てい る(図8,10).探査結果 か
らす ると,主 たる断層の地表到 達点は末政集落西部付近であ り,篠 岡断層 は小黒付近か ら末政西 を通
り,ま っす ぐ領家付近 まで南方に延 びている可能性 が高い(図10).領 家南方では,こ れまで断層 を
示す 露頭や 断層地形 は見 出 していない.
以上の よ うに,松 岡断層が剣 ヶ岳断層へ と連 な り,篠 岡断層 が領家 の断層露頭まで南に延 びている
可能性 があ る.こ のよ うに連なっている とす る と,断 層帯主部東側 は加賀市沖 の断層,剣 ヶ岳断層お
よびその南側 の松 岡断層,ま た西側 は見当山断層,細 呂木断層,瓜 生 断層お よび篠岡断層 とい うこと
にな る.た だ し南端部付近は両断層 列の間隔は短 く,は っき り区別 でき るものではない.
なお領 家の断層位置 は,地 理調査所(1948)の被害分布 図に示 され た深部断層の位 置お よび活 断層
研 究会(1980,1991)の福井東側 地震 断層 の位置 か ら西 に700m程ずれ てい る(図10).福 井地震 断
層(深 部 断層)に ついては,家 屋 の倒壊率等が坂井市丸岡町西方 を通 る一線 を境 に急激 に変化 してい
ること(小 笠原,1949)からこの位置 に記 した と推定 され るが,地 割れ等 の地変 はこの付近ではほ と









図8.福井地震断層,福 井東側地震断層を横切るP波 反射断面(福 井県(1998)に加筆,探 査測線位置は図1の
④参照).福井地震断層と福井東側断層の間にも,第三紀層上面に明瞭な食い違い(矢 印)が認められた.
4-2.福井平野東縁断層帯西部
福井平野東縁断層帯西部は1948年福井地震の主断層(福 井地震断層)に ほぼ相 当す る坂井市 沖か
らあわ ら市,坂 井市 を経て福井市 まで延び る断層 帯であ る(地 震調査推進本部,2009).また福井平
野東縁 断層帯主部 との間 に位 置す る北東 一南西走 向の青 ノ木断層(山 本 ・加藤,1997)もこれ に含 ま
れてい る.
断層帯 の北端,坂 井市の沖合では,海 上保 安庁海洋情報部(2005)は撓曲帯 も含 めて長 さ5kmの北
北西一南南東走 向で西落 ちの断層(三 国町沖 の断層)を報告 してお り,阿 部 ほか(2011)は長 さ3㎞
ほ どの連続 した活断層が認 め られ るとしている(図6).三 国町沖の断層 の南側陸域では,こ れ に連 な
る断層 は報告 されていないが,加 越 台地西部(陣 ヶ丘)と 中央部 とを区切 る西側隆起の断層 が段丘面
高度 分布 か ら推定 されてい る(石 川,2005).しか し基盤深度 の明瞭な段差や断層露頭 は見 出 され て
お らず,東 側 隆起の三国沖 の断層 との 関連は不明であ る.ま た約4㎞ 東 にシフ トして連 な る福井地震
断層 の北方延長海域では,明 瞭な断層 は見出 され なかった(図6;阿 部 ほか,2011).
福井平野東縁断層帯西部の主体をなす1948年福井地震 の主断層沿 いで は,前 述の よ うに明瞭な地
震 断層 は現れ なかったが,約2mの 水 平変位,約90cmの垂 直変位 が測量 によ り明 らか となっている.
小笠原(1949)はこの断層 沿いで竹 田川,田 島川,兵 庫川 等の中小河川 の流路が急に屈曲 し北流す る
よ うになっているこ と,ま た断層線 を境 に東側 に畑地が多 く,西 側 に水 田が多い,す なわち東側 が一
段 高 くなっているこ とを指摘 してい る.九 頭竜川南側において も,当 時 の地形図では西流 してきた荒
川 が屈曲 し,断 層沿いに流下 し,福 井東側地震断層沿いにおいて も五 味川や 田島川が屈曲 し,断 層 に
沿って流れ ている(図13).多 田(1970)は2500分の1国 土基本 図か ら1m毎 の等高線 を読み取 り,
九頭 竜川扇状地 の中央部か ら南部にかけて等高線が 同心 円状 を描 かず,南 北に伸び てい るこ と(図13)
を指摘 し,こ れ は扇状地 を横切 る福井地震 断層 によって西側が沈降 したため としてい る.ま た竹 内 ・
天池(1985)は標高値 を大縮 尺の地形 図か ら読み とり,福 井地震 断層 を境 に東側平坦面が西側平坦面
に対 し3～5m高 くなってい ること,また この高 さの異な る平坦面 は福井地震断層の西側 に認 め られ る









土地条件 図 「福井」(国土地理院,2004)に加筆 ・修正).
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図11.福井東側地震断層沿 いの土砂 採取場 で見 られた断層露頭.A:北西側 と北東側 に礫層 のずれ(矢
印)が 認め られ,2つ のずれの位 置 を結 んだ断層の走行はN18°Wで ある.B:北 西側の断層露頭.











が扇状地,中央から西が氾濫原 となってお り,福井地震断層付近の平坦面(氾濫原)に 約3mの 段差
が形成されている.

























れ を覆 う第四紀層 においても反射面の食い違いや変位の累積 を示す撓 曲構造が認められ るとしてい
る(図8).なお福井地震断層からこの新たに断層が見出された地点までの区間は福井地震時に地割れ
や噴砂等の地変が集中した地帯に相当しているが,こ の断層の連続性については不明である.
5.福 井 平 野 東 縁 断 層 帯 の 活 動 履 歴
福井 平野東縁 断層 帯 を構 成す る断層の活動履歴等 につ いては,産 業技術 総合研 究所(2008),地震
調 査推進本部(2009)等にま とめ られ ている.こ れ によれば,福 井平野東縁断層帯主部 を構成す る瓜
生断層 では,ト レンチ調査 によ り最新活動 は3,400～2,900年の問,そ の前の活動 は13,000～9,700年
前の問 としてお り,1948年福井地震の際には活動 しなかった とされてい る.松 岡断層 では4,200年前
以降に最終活動 があ り,20,000～7,600年前の問に1回 以上の活動 があった としてい る.一 方,前 述 の
よ うに1948年福井地震 の際,篠 岡断層か ら松岡断層北端部 にかけて断層活動があった(福 井東側地
震 断層)と され てお り,坂井市丸岡町市街地北部 では水 田の傾 動がGHQの 報告書(office　of　the　Engineer,
GeneralHeadquaters,Far　East　Comm nd,1949)に記 されてい る.こ の傾動が どの範囲に及 んでい るの
かはわかっていないが,傾 動 があった ことか らす る と,篠 岡断層 が福井地震時 に活動 した可能性 もあ
る.
福井県(1999)は篠 岡断層沿いのS波 反射法地震探査お よび群列 ボー リングが行われた地点におい
て,ト レンチ掘 削調査 を行 ってい る(図7).ト レンチでは断層運動 に起因す る地層 の変位 ・変形 は認
め られ なかったが,過 去 において非常に強い地震動が あった ことを示す厚 さ0.6mもの噴礫 が見出 さ
れ た(図16).噴礫の形成年代 は,炭 質物の14C年代お よび遺物 の考古学的年代か ら13～15世紀 頃で
あ る.こ の時期,非 常 に強い揺れ がこの地点 を襲 った と推定 され ているが,篠 岡断層 の活動 との関係
は不明である.
図16.丸 岡高校北側で行 った トレンチ北側壁面スケ ッチ(福 井県,1999に加筆).
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この トレンチ調査地点 の約3.5km南方 は,前 述の丸岡町領家 の断層露頭地点で ある(図11).こ こ
では 礫層 を変位 させてい る断層 は変位 ・変形 を受 けていない砂層 によって覆われてお り,1948年の
福井地震 時には活動 してい ない と考 えられ る.北 西側 の露頭では,断 層西側(沈 降側)に やや泥炭質
な砂層 が堆積 してお り,断 層 変位 に より低 くなった断層西側 が一 時的に湿地化 した際の堆積層 と思わ
れ る.す なわちこのやや泥炭質な砂層 が堆積す る直前が断層の活 動 した時期 と推定 され る.こ の砂層
中に見 いだ された木片(直 径数 ㎜ の小枝)を 年代測 定 した ところ,814土59yBP(AD1164-1169,
AD1186-1278:カッコ内は暦補正年代,1σ),962±59yBP(AD1018-1159)とい う年代値が得 られ た.
この年代値 か らす る と,断層 は11～13世紀ない しその直前 に活動 した可能性 が高い と考 え られ る.以
上の よ うに福井平野東縁断層帯主部におけ る最新 の活動 を示すデー タは少 な く,そ の年代値 も一定 し
ない.
一方,福 井平野東縁 断層帯西部で は,1948年福井地震の際,断 層 の活動 があった ことはその後 の測
量結果 をみて も明 らかで あるが,断 層 変位 が北部 の海域 まで達 していたか ど うかは不 明で ある.ま た
福井地震 の前 の活動 について はわかっていない.
6.ま と め
以上のように,福井平野東縁断層帯は地形計測で示されるように地形に何 らかの影響を与えてお り,
これまで幾度 となく活動を繰 り返 してきた活断層であることは明 らかである.しか し平野部では九頭
竜川,足 羽川等の河川がもたらした厚い未固結堆積層に覆われてお り,断層活動の痕跡は見出しにく
く,平野の基盤構造もわかっていない.ま た重力探査か ら,福井平野ではその西縁も断層によって区
切 られていることが示唆 されてお り(小林ほか,2001),福井平野周辺の構造発達史を含めた広域の
断層調査が必要である.
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